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道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
の
料
金
所
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
、
解
消
を
図

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
率
（
料
金
所
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
の
割

合
）
は
、
平
成
十
六
年
九
月
末
現
在
全
国
平
均
で
二
十
一
・
二

％
で
す
（
平
成
十
六
年
十
二
月
九
日
現
在
の
速
報
で
は
二
十

五
・
二
％
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
）
。
地
域
別
に
み
る
と
、
関

東
・
東
海
地
区
が
高
く
、
九
州
・
東
北
地
区
が
低
く
沖
縄
は
全

国
最
下
位
で
す
。

　　
今
後
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
が
進
め
ば
、
建
設
・
管
理
コ
ス
ト
の
削

減
が
可
能
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
導
入

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
を
倍
増
し
、
利
便
性

の
向
上
、
既
存
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
渋
滞
緩
和
等
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、「
平
成
十
六
年
度
道
路
行
政
の
業
績
計

画
書
」
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
率
（
目
標

値
）
を
、
平
成
十
五
年
度
全
国
平
均
値
で
あ
る
十
六
％
に
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
六
年
九
月
末
現
在
二
・
０
％
と
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
料
金
割
引
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
目

標
達
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ETC�の利用状況（西原IC）

ＥＴＣ利用率（％）

1
位
神
奈
川
県

2
位
東
京
都

3
位
埼
玉
県

4
位
静
岡
県

5
位
千
葉
県

43
位
宮
崎
県

44
位
鹿
児
島
県

45
位
北
海
道

46
位
長
崎
県
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位
沖
縄
県
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ス
マ
ー
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導
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成
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六
年
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Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
に
新
し
い

料
金
割
引
制
度
が
登
場

　
日
本
道
路
公
団
で
は
、
高
速
道
路
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
走

行
す
る
車
両
を
対
象
に
、
新
し
い
料
金
割
引
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
基
本
と
な
る
割
引
は
、
利

用
実
績
に
応
じ
た
割
引
（
二
種
類
）
と
利
用
時
間
帯
に

応
じ
た
割
引
（
三
種
類
※
沖
縄
で
は
二
種
類
が
利
用

可
能
）
で
す
。
利
用
時
間
帯
に
応
じ
た
割
引
と
利
用
実

績
に
応
じ
た
割
引
を
重
複
適
用
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
、
各
料
金
割
引
制
度
に
は
、
料
金
還
元
の

特
典
（
台
数
限
定
）
も
あ
り
ま
す
。


